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灰 塵 の 考 察
水酸化マグネシウム生成のPHは 11-12,
色素の赤が紫に変るのはPHll,アルコール
暁
を加えるか加温すると帝紫に廻る･アミルア
ルコールで適当条件で乳濁せしめると青紫色
になる.アルミネ-トや蛋白等は反応を妨害
する.之等の事実及び重量分析の結果から色
素 1モルに対して6乃至7モルのマグネシウム
の吸着した状態で深色的に変るものと考えら
れる.従来の様な単なる分子内錯塩ではない
吸収スペクトルについて
厳密な意味ではコロイド溶液の吸収 で あ
ち.ヂオキサンには樫赤色に,アルカ1)には
紫色に,叉アルカ1)性でアルコ-ルを添加す
ると青紫色に,マグネシウムを加えると青色
となる.測定は次の如し.比の測定は東京工
業大学無煙化学数量植村教授のもとで, フラ
ンス製ジヨペン型分光器により撮影した.
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